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細胞移動とはその名の通り，一個の細胞あるいは細胞集団が，自身の居場所を変える（移動す

る）現象である。この現象は生理的現象や病態のいずれにおいても中心的な役割を果たしている。

たとえば，発達段階における各種細胞の配置や，傷口への免疫細胞などの集積，そしてガン細胞

の浸潤・転移などがその代表例である。この際，細胞が周囲の環境をどのように感受して自身の移動

を決断するのか，そして，細胞の内部に存在する分子機械がどのように働いて細胞移動を実現してい

るのか。これらを理解することが，種々の遺伝病や癌の治療に糸口を与えると考えられている。我々

は，光照射に応じて表面が細胞非接着性から接着性へと変化する「ケージド培養基板」を開発し，新

しい細胞移動の評価法を提案してきている。本研究では，光照射面への細胞接着性が向上された「ケ

ージド培養基板」を新たに開発し，細胞移動計測への有用性を検証した。 

開発した基板は，細胞との親和性が高いことが知られているアミノ基を提示する基板である。

基板上のこのアミノ基に対して，末端に光分解性の反応性基を有するポリエチレングリコール

（PEG）を結合させることで，新しい「ケージド培養基板」を作製した。PEG は細胞接着の足がか

りとなるタンパク質の吸着を抑制する性質があるため，この状態では細胞は基板上に接着するこ

とができない（図）。基板を光照射すると PEG が基板から切断されて元のアミノ基を提示する表

面に戻り，細胞がよく接着できるようになる。まず，エリ

プソメトリーや AFM などにより，一連の反応が起こるこ

とを確認した。つぎに，基板をストライプ状に光照射し，

HeLa 細胞を播種したところ，1 時間程度で光照射に対応し

た接着が観察された。その後に，基板全面を光照射したと

ころ，細胞は程なく境界線を超えて移動した。以上の結果か

ら，新たに「ケージド培養基板」は，細胞移動の計測に適し

ていることが示された。この基板は細胞相互作用の熟成が細

胞移動に与える影響を調べるのに有用であろう。 光照射に応じてアミノ基を露出するケージド
培養基板上での細胞移動の光誘導
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